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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
音
楽
評
　
大
友
良
英
＆
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
六
日
「
書
評
　
油
井
正
一
著
、
行
方
均
編
著
『
ジ
ャ
ズ
昭
和
史
』」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
号
「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
一
回
　
清
水
靖
晃
＋
カ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
『Just B
reathing
』」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
　
六
八
〜
七
三
頁
「
コ
ラ
ム
　
三
沢
厚
彦
　
あ
ん
な
と
こ
に
ヤ
モ
リ
」『
中
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
五
日
「
十
七
音
の
風
景
（
三
三
）　
ブ
ラ
ジ
ル
の
十
二
月
」『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
一
〇
四
〜
一
〇
七
頁
（『
ブ
ラ
ジ
ル
俳
文
学
』
通
巻
三
五
七
号
・
二
〇
一
四
年
二
月
号
　
二
三
〜
二
六
頁
、『
蜂
鳥
』
三
一
七
号
　
二
〇
一
四
年
一
・
二
月
号
　
三
八
〜
三
九
頁
に
再
録
）
「
コ
ン
サ
ー
ト
評
　
京
都
賞
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
の
世
界
　
構
造
と
即
興
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
）
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
七
日
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
に
、
日
本
語
で
『
文
学
す
る
』
人
び
と
が
い
る
」『
都
市
問
題
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
公
益
財
団
法
人
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所
　
二
九
〜
四
二
頁
（『
ふ
ろ
ん
て
い
ら
』
四
〇
号
　
二
〇
一
三
年
三
月
号
　
三
二
〜
四
八
頁
に
再
録
）
「
書
評
　
貴
志
俊
彦
著
『
東
ア
ジ
ア
流
行
歌
ア
ワ
ー
』」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日
「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
二
回
　
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
と
田
中
泯
│
│
気
の
合
う
二
人
」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
八
五
〜
九
二
頁
「
南
米
雄
飛
を
求
め
て
」
細
川
周
平
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
　
第
五
期
　
第
九
三
巻
　
南
米
へ
の
移
民
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
六
五
三
〜
六
八
一
頁
「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
三
回
　
イ
ー
ス
ト
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
四
年
二
月
号
　
七
一
〜
七
六
頁
「
書
評
　
ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
フ
ネ
ル
著
、
昼
間
賢
訳
『
始
原
の
ジ
ャ
ズ
』」『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
』Vol. 17
　
日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
　
二
〇
一
三
年
　
六
一
〜
94
六
三
頁
「
報
告
　
ペ
ル
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
史
料
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
」『
人
間
文
化
研
究
情
報
資
源
共
有
化
研
究
会
報
告
書
５
』
二
〇
一
四
年
三
月
　
七
九
〜
八
三
頁
「
座
談
会
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
移
民
文
化
を
語
る
」（
川
村
湊
・
山
脇
千
賀
子
・
守
屋
貴
嗣
と
）『
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
』
一
二
号
　
日
本
国
際
文
化
学
会
　
風
行
社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
〜
二
六
頁
松
田
利
彦
●
著
書
『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』（
酒
井
哲
哉
と
共
編
著
）
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
六
二
四
頁
●
論
文
「
植
民
地
大
学
比
較
史
研
究
の
可
能
性
と
課
題
―
京
城
帝
国
大
学
と
台
北
帝
国
大
学
の
比
較
を
軸
と
し
て
」「
京
城
帝
国
大
学
の
創
設
」「
あ
と
が
き
」
酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
三
〜
四
二
頁
、
一
〇
七
〜
一
四
八
頁
、
六
一
七
〜
六
一
八
頁
「
韓
国
駐
箚
軍
参
謀
長
・
大
谷
喜
久
蔵
と
韓
国
：
大
谷
関
係
資
料
を
中
心
に
」
鄭
昞
旭
・
板
垣
竜
太
編
『
日
記
が
語
る
近
代
：
韓
国
・
日
本
・
ド
イ
ツ
の
共
同
研
究
』
同
志
社
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
七
五
〜
二
〇
二
頁
「
東
亜
聯
盟
運
動
に
参
加
し
た
朝
鮮
人
―
曺
寧
柱
と
姜
永
錫
」
趙
景
達
・
原
田
敬
一
・
村
田
雄
二
郎
・
安
田
常
雄
編
『
講
座
　
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
　
第
四
巻
　
戦
争
と
向
き
合
っ
て
―
満
洲
事
変
〜
日
本
敗
戦
―
』
有
志
舎
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
一
〇
〜
三
二
五
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
共
同
研
究
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』」　N
ichibunken N
ew
s L
etter N
o. 88
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
八
〜
九
頁
「
書
評
　
李
炯
植
著
『
朝
鮮
総
督
府
官
僚
の
統
治
構
想
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
三
年
三
月
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
（
七
八
七
）　
吉
川
弘
文
館
　
一
一
七
〜
一
一
九
頁
95
山
田
奨
治
●
論
文
「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
の
幹
事
・
主
査
だ
っ
た
頃
―
「
じ
ん
も
ん
こ
ん
」
の
こ
と
な
ど
」『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
　
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
報
告
』2013-C
H
-100(4)
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
一
〜
三
頁
「
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
複
製
・
置
換
を
考
え
る
」『
カ
ル
コ
ン
美
術
対
話
委
員
会
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
日
米
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
未
来
〜
」
報
告
書
』
文
化
庁
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
八
〜
三
〇
頁
劉
　
建
輝
●
著
書
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
四
集
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
交
流
│
│
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討
―
』（
鈴
木
貞
美
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
四
〇
五
頁
『「
日
本
研
究
」
再
考
―
北
欧
の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』（
佐
野
真
由
子
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
六
一
頁
『
日
華
学
会
関
連
高
橋
君
平
文
書
資
料
Ⅱ
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
一
九
頁
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』（
孫
江
と
共
編
）
東
方
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
四
八
頁
●
論
文
「
日
中
洋
画
壇
の
架
け
橋
―
陳
抱
一
」
瀧
本
弘
之
・
戦
暁
梅
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
八
　
近
代
中
国
美
術
の
胎
動
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
一
八
五
〜
一
九
五
頁
「
上
海
的
冲
击
―
汉
译
洋
书
的
日
本
传
入
与
明
治
汉
文
的
复
兴
」（
中
国
語
）
胡
令
遠
・
徐
静
波
・
龐
志
春
編
『
東
亜
文
明
―
共
振
与
更
生
』
復
旦
大
学
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
三
三
六
〜
三
五
四
頁
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
濫
觴
―
広
州
十
三
行
の
歴
史
的
意
味
」
徐
興
慶
編
『
日
本
学
研
究
叢
書
８
　
近
代
東
ア
ジ
ア
の
ア
ポ
リ
ア
』
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
四
七
〜
六
六
頁
96
「
も
う
一
つ
の
『
近
代
（
モ
ダ
ン
）』
ロ
ー
ド
―
一
九
世
紀
の
日
欧
交
流
に
お
け
る
広
東
、
上
海
の
役
割
」
劉
建
輝
・
佐
野
真
由
子
編
『「
日
本
研
究
」
再
考
―
北
欧
の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
一
五
〜
二
二
八
頁
「
近
代
知
の
濫
觴
―
生
成
の
場
と
し
て
の
広
州
十
三
行
」
孫
江
・
劉
建
輝
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
三
九
〜
一
五
七
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
本
学
探
見
５
　
近
代
化
支
え
た
知
の
連
帯
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
